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零に葵づいて考え♂いくなら鶴gぎ卑三点奪とぐに重』1　③ 診断及び治療の遍蟄ξおレては’情緒障害を単に

親す碑醐ると考え智 ．！．1 　ド，織職固繭騨ら購く・．鱒辮確
8・①毅診断ぱ，’即治療とは績びつかねまでも　治療過程『r・〔，～≒点から把え　発達的観点穐発達理論を明解にし，明

　　で明5かン；されていくものであるる　　　　　 ．　　確にする必要がある。

∫　、医原因一状態像7治療的関与の方法≧髄（治療関　 調査g中で指摘されで恥るようセも磁直的な，又婁曝
　　係・鴇療方法）一治癖効果‘予後」が関係づけられi　l的に不十分な診断は・単なるレッテルづけやラベリソぞ

一1て狙凋立てら簸てい桑診断が心要であ多　　 ．　ミ　に隆る危険があ窮ζ弼潜往々にして診断無用論と結び

　② 診漸にあたっては　障害そのもり砂診瞳及び生物　　？く。現在り情短舞脚の旧的と機能を考曝ピ喜》こみ

∫学的蜘的膳断鯵妨ず海理壁会麟擁の員鮒就蛾恥嚇た診断頒のあり方蟹噸賭
　　診降齢瞬すすめ励嫌ならない諸の際についてさら鹸討磯み上げが嫉噛るが・ ＝こ欝？

91）1．1鞭萱環境炭主鴛じで親）』1かちのアブロ≒．ヂのみなラ隣ては，オビ唇オ‘シ調査べの問題提起の中マさ危に具体
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じ的に据示するじこと』としょたる －1：つ∴　　≒　〔！、．

』 冶）． 二治療効果にづいでン、 　r

〔 ＝上記の診断の問題は，1個々 の児童や事例の治療効果と

1結びついてぐる』前回の退所児童綱査による横断的1 』統

・計的分析を通じてみられた診断分類，ド児童の年齢， 治療

二期問．と治療効果どのいくづかの連関についてジ今回のア

・yゲーリド調査応は｝1その施設の特有の条件や診断同治療

の方針などの事例的分析を通じて明らかになる部分を検

討してみた。

　し＝がしながぢデ』設問の拙さ もあ」づて， 二この点にづレヤて一‘

は指摘し得棚解蝉果は示されなカ』った・退鵬醐

査の平牌蝋麟麟筋緬もみら騨が』主晦
断分類の嚇鯨髄設のうけとめ方の相違）カ｝騨ず

しも横断的な分析鎧果きは一致しなかった。むキろ烈診

断・治療爾体系におやてとくに，治漂開雄時期取び治療

終結時期にお眺てなされる障害の程度の問題が，治療効

果との関連性において種々議論された。治療の見通しを

明らかにする上で，「また治療の効果を確誌する上で』・様

々に関連すぢ礁柄を総合的に把えて，“わゆる障害の程

　　　　　　　　　　　　　　　　
ド

度を考寮レて恥がなげれ耳ならなレ：｛のそ南る1参』界下ド

、示す資料験騨鱗灘議会欄乱燃所壁嘩
害の程度そあ畜。障害の程度の判断には共通の垂準ポ示

されていないため，程度を判断した理串は樺々塗ものと

なってレ～る。したがってこの表からは，明瞭客何かを導

き出すことは閤難であるが，少くとも，施設によって軽

　　　　　　　　　　　　　r’

，全国藩短施設の収容通園児の障害の程度．（昭53年11月）

　　　　　　　　　　ン容』 』 、、 ㍗ ∴園－

　　　　　　　　　　　　　「軽度・卜中度

施設A　　l　B一

　て〔c Ψ
　　 ．D二．

　　一’E1

　　G　　H　

　　’J

，翅　　 ％　％　％

18コ 82

「30　　　 10

国・1讐
ll器

　　　　　　　　　　　　　ご度から醸までの雌の入所率が全く懸凱と・鮮

醤勲碑麺もb％から1・咳類本蒸爽蝸こ
≧泰わ恥私 オら殖全国情短施設鰯講倉が気り緕寒算し

た「いわゆる重度 と1 、養護性硯問題のある児壷に関する

調査』では，重度の判断基準としで，・情籏地譲における

三つの部門r治療部門，生活指導部門，学校教育部門一
・』 体がらとらえでべ　　　　　　　　　』〔』vr㌧ギ 4

㌧』 治療ダ指導1γ教育そのものの困難さを理由に重度

　　と判断したもの一

　②障害そのものの重さを理由に重度とし拳 もり

　③情短施誰で無渾していくうえで丙難琴㌘動がみら

　　れたことを理由声したもゆ，、

の三つをあゆ施鋒の各部門毎に重度と判断隣脚の

分布表をつぎのよう琴まとめている。

全国椴短施設の部門別重度判断の理由（昭50年度ん53年度入所児童）

　　一■’ト 施設GV　F　　　E 一B尾』1”」 r K D C A 合　　計
治艶療雛 礁学治憲学

校磯校

礁学療灘 礁学
校

辮宇療雛 鴫学
校

礁学療難校 礁学
校

礁輪憶学
校鼠誓校

①治療，指導，激育｝・

そのものの困難さ　25・
一

…3 1 62 2　　14 11一 H　　　　15』 22 1
　〆

　　　

鱒害ぞめも⑳重　、ざ・．、　i

、」迩
マ… 7563 き「　’

丁ド

・662621
441

　　　　　　　　　’
　－1’　13515 1　2　5　3　1234「2　3　”－52』 28し 』59

℃：

③情短で処遇してい
ひく『ζ ζρ困難さ 』　25 11』二

、　　　　　　』

1
　　　　　　　　い〔　“レ』入」　　い

　　　2　2　　　　　　　　　2　　　　　　　　　？ 』〆ll

一・一　＾ 1　　　　　・・ fノ

，①、千＠r
　・F 　　　　　　　…　L　　　5　3　 　4

　■　　　　　一

1て

～　

”3二202671・・ 37 8、
5522貯、鼎：夷議

，①、＋．．③　　　　　z）

ピ　　　　貯 ，　　1’1』 ＝　1
．1 5

、　　■
　　　、

　．　　　　　　　　　〆　 　　　・・■　　1、6　　　1

，　　　一

』＋ ＠』’

　』 1＝’ ．’』I　l34』二 31
ド　［　ぎ　

11＝、 516
，2
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　　　　　、

　19　1　．、　1　1 1』4　’ ｝ 2　r『．・ ｛二
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40　14
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’①斗②・壷③し・：一一・

　』量L ．・ r 勢、1噂｛1・． 3ユ、

、1 ；　1』 ．■ ．亡　r　　’

書．231113
2 　　　　　　［

r　　　　　　　　r』

・ 　　　3　1 ・　r；3　…　． 202　　 r5　 二28　　7
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甲　　▼

網野他：情緒障害児短期治療施設にお肪る診断治療の体系に関する研究

　施設に窒、冠頂重度乏判断ざれた児童似所数は先きの

衷にみられるように入所率に塞ぢて開き輝あるが1て’入所

率の特鍛からみた重度判断理由にはとくに相違はみられ

ないようである。窺度判断の理由による施設の相違はみ

られる．にして もγ 全体駒には処遇上の困難さ〈①， ③）

よりも，障害そのものの蟹ざて②）ゴが理由葛じ・て含まれ

すている之とが示され《おり翼治療部門では8914％i．1生活

・指導部門薄は79」9％、単校教育部門廼は8a…i9％であ一凱

また処遇上の困難ざ矯は1』／いずれの部門にお堅て電舞そ

llれぞれの部門での処遇上の困難ざに関連する理1由 φ方

肋書，・情短施設での処遇上の困難．さ1に関連磁る理由を上ま

わっており，とくに治療部門において顕著の」よ｝うliであ

　さて，．以上の点も考慮じて参lr治療の見通 し及び治療効・

凍については障喜の程度をあわせで検討する1必『要があ

1一り1 一症状そのも1のの程度かぢ処遇誕治療）、上の程度に至

おぎでの総合的な内容につ恥て端ビ甚太ス調査の中で検

こ討する，こ1とと。した。 1二1：ll』』『）・

　4〉　治療施設の意味について」、ゾー”愛　1順き

　』情短施設が，！廓わゆる1 「治療』1施設オあるこどの根拠，

～意義及び治療施設どしての特繊に関しでは1二で各施設特有

の条件，スタッフの治療観が強くかかわって駆る6

　 と1ごろで1之ゐぎづなととをあらたあ』ζ問ち たφは，

児童福祉施般のザぢll精短施設が心理学的治療を核とす

る処遇を特色込する点でぎわみで性格漆異らており，こ

の点でいかなる意味で他4）児童福祉施設矩医療施設と共

・通の叡のをプむぢ菰又相違す鐙の加を確認する』ためであっ

乾31矩治療」i施設であるrごどの意味について訴、得られた

回答がら は認専門的ド技術的な側面のみなあず，・イ つぎの

ような本質的な側面からの共通の回答がみられた6，

・二1①』1ごど・も二を肯定し，：1こどもの発達に＝目を注げる二人が

　　いること。　　　　　　　　L』κ『1
’．「

能冠 ㌧、ゴ礼ン1
”ぐ

　②　人』と人・とめ関係の中その治療どは何商あるかを知

　　っており，治療的アブローチのできrる人：がい）るこ

　　と。　　　　 　　　　　　　　　　ゴン ，k】1：読　恩）

監“即ぢ，汀科学，ll理論』技術詫施設の立地条件㌶職種など

の相違を超えた情短施設の「治療的集団」・と・しての位置

づけが明確にされ’る二とが何よ』り‘もi重要であることが明

二らがであるぴそして詳池れに基づいてとぐにミつぎの点が

明らかに され1てンく』るら：・r11
1．1

』1
乙

』誇 ’』1 l　l鼠IK《』』、1

　①惰短施設のみならず，他の児童福祉施設の職員に

　　とっでも共通な人間関僚め資質と技術が求あちれる

　　ものであるが，情短施設においては益ざら にゼラビ

｝1、漁1ス～トの』「治療■的役割が施設の中でどの1よ1うな意義

　　及び位置づけをもぢ討どのような方法於どら牝てい

ゴ’｝二：ぐる乙か比牽・l　l二 rI 点換／乙、靖訴、ン　、r：【で：船叱6」柱捻｝曳1”i
ぐ鵠②、し1情短施設におけ識各専門駿種の分化と協働ごく・ に

レ・∫ゴ耗牙鱒寄ヤ｝ワず㌧グカミ葛の：よφ＝にすすめ・られ零レ）る力諮

鴬』llこの点にp裕では｝r以下の治療の方法及びチ歴みく・ッ

ぎ㌧薮の虫で具体的にぶれで1みない6し婆』ミ1、：ビ、、、』べ、くト1 1．

鞭5〉』治療の力法をζgやて，i陀訴『．9恭、ぴ 源聾二舗：、’即

　．摘舞施設におけ渇心理学的治療の方法とし得むr前回

の退所児産潤査にみられたとおり，個人遊戯象海を嫉じ

　めとしで多ヌの種類⑫庵璽酉胆臨ら塾紹ヤ）為惑1受勉ぞ

1牲の雄醗矯お重ぢ琶治療霞針1と喪て嬬1誇よ1そ以憩三つ

ρ内容に大別す多1こ勲1・鴇き1恥 1憶融！Glヤ1』lll、1署 10

、
・iへ①．・設定場面治療て心理治療）二之生活場面治療、とを併

　　、・行してすすめる狭義，1広義の心理学的治療δY ∵イ ；

一一 ②迄二心理治療を中心妃演る狭義の心理学的治療よ漠

l警③ト1＝施設だおけ1る隼活環嶢的治療そのものを中心ぎす

　　・る広義め心理学的治療き：ピ、1 i、レ・』㌧寸・ lil，イ滞二’・、・

∫・心蓮浩療め方法♪ ：種類につ“では許施設どじ紀隈定す

ることは殆どみられず，個々の治療者に任せられ1強ぞの

i方法は間わないのが通常 となら．《いる。、誤邸IU、～爵江

餐『心理沿療と険重ご遊戯療法を重視して｝　ご巌｝を損4づなじ・

糎度宅栖め生活場薗セががわるという秀鈴｛示ざれ緬・

＝ぢ施設もあ惨訪勢全体肘な傾蒔乏しでば’心理治療室φ

ブレイラレ」＝云なぞセめ心理治療1こ隈ちず生活場面の様々

な設定を考慮 して治療をすすめて呼5るど、ころ淋多数みら

二れる。 ’即ぢ詩作業療法あるいは施設内や地域での活動場

・面を重視じたiり．茎くゼ膨ピズトが夜動に加わみだり1Ll又指

…騒撰どが治療的なかかわりをも摩などの方法であ嬬

1ごれぢの内容は1！博・わゆる心理学的治療をし行う情短施設

（ともての特色1とも《考慮すべき もの噂あるゼ考えるが葬

小ずれにしでも》τ治療的集団」どしての環境設定が不可

二欠の要件であるずに、．》〆 ；』1 ヒト
il　lシO・かさ踏～ニヘ：．冠

識パ
ニ』『

6）”1寧」 云1‘サ』」 1グにういで1r1；『∫ ・』・ ｝∫☆ll＝ミ 『二i・〔y

ゼ構短施設にお砂る勉遇は；’治療部門，、生活指導部門，ビ7

学稜教育部門の三部門の職務がら帯成きれオ協ゐま吟回

の綱査は，各施設の長及びセラピストを対象としてす母

めたので，1治療部r5を中置ら どした処遇壱こおセナ る（ヂ、～÷メム●

夕乳ク に闘する実惜と 意見が示され1た為；ぐゴ姫簿こ，【“ 1
『酢蚕体的な傾向1と！し淀昏嵩5上言己治療め方浅とli関1／連♪渚葺る

｝が，1くとくく妥こ‘せライビストと指導興ポ保母と㌃τ）関係亭ビう簸命て

朋瞭に糸ざ耽た も1めと，‘ 不明確なものど匠分がれ簿その

いず膨においても他の児童福祉施設め児童指導員：頭傑母

との役割上の相違が予想された。つまり， 指潮興・保母

の役割は，他り児童福祉矩設ぐ鳳慈く生活揚頭1におする

ケアーカ蒲齪論をじ鷺渥巖面瀟翻説が
．ゼの蹴う1にかかわ。り1あW湘互にフ白、幽蹴磁⑫畜れ，

・一i59一
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調整されるかであり，これは入所から退所決定さちには

退所後のデツタ 亭翌ゲデにまでかかわる重要な問題廼あ

る。 具体的には，・1セラピスト主導タイブや分離・分担タ

イ』ブより も相互関与タ イ’プどもいう1べき観点からの意見

が多かったが，現実に 「治療』・施設ど じでのあり方に幾

多の困難性がある。これは，1学校教育部門とめかかわり

も加えで， いわゆる臨床的ヂ蔽ム伺ウ“グのあり方の問

・題どなるど

　7〉憎緒障害の治療方針と治療体系について

　　以王あ診断・治療にふがわち諸婁素を検討し， 今臼

の情緒障害児の治療体系とぞれにかかわる情短施設め位

置づけをより 明ちかにして》～かなくてはならない。・今回

のアソケー1ト調査を通じく1・情短施設の位置づけや，施

設の収容部門，1通園部門の現状や今後のあり方なども一

部示されたが，最も重要なこ、どは， 構緒障害の診断治療

の体系が，児童や保護者にとって一黄して援助のしやす

キ￥有機的な機鱒をもクていなくてはならない とレ・う、．こと

である16、∫ 』』　1一．、

　このためには， 同じ福祉体系における他の機関との関

・係並びに医療ゴ 教育倭系ζのかかわり を通じて方向づけ

ドを検討す多必要があ多う堵ぐに福祉体系㌍おけう診断治

療の胸マタ㌣ζiして④役割機能のあり方を中心瞳棟討を

すす沁r こ産餐干オ》調葦の中で提起す』る、ζとと二しわ。」

　8〉』 家族治療，ご家族ケーき・ニワr’クについで』』

　家族治療，・：家族ケ身界 ・・ワークのすすめ方につ恥．て

、はレ、まず多くの施設においては入所の条件のひとつどし

て，毛．家族の理解∫．協力が得られることが含まれてい拳。・

現奥には，・ 前回の退所児意調査にみられたように， 家族

治療，、家族ケ3r郎’・〔ワ募第の高い必要性にもかかわ、ら

一ず，・ 望ま』しいアプロ、←チをすすめることがなかなか難し

い面がみられる。今日の情短施設においては， 家族に対

する心理治療やカウンセ淋γグを必要とする蕃例㊨為な

らずゼ1親の養育餐㊨援肪2指溝を中心とす多をr～いワ

1㌘〈クを必要とす覧瑛例が増加．している こ と．那・注 目rさ∫れ

陶る。『㌧『、 15少』改で・浄弓、』、　 』kぞ生『、．．．

・今回の調査を通じて，～＝家族へのアブロ 夢チは誰が行う

か，又どのように徐うかにっいての意見が示されたσ各

施設の立堵条件【都市地域なZf〉1 施設壁お嫉う処遇条件

．（通園部門など》1などに1よる相違，あ．るいは施設の見解

の相違などが種々あるがi』1滞れらの内容を検討した諏で

共通に検討す適き課題鴫譲めてオビニオソ調査の中でと

』りあげたb」： レ、「1上・ひへ・』丸．琢らr

　　　　　　　＞取； ：！ 》L：1 ㌧1：：1ド

，、ゆ・』館共々騨弾麹鞭寧鯵起』』、

　，上記の論点を・もとに1』情緒障害児の診断治療体系』と惰

短施設のあり 方に関する次のよ うな間題提起を行い，・オ

1ビニオソ調査の討論資料どした。 ’』』 ．r 1』

　 〔問題提起〕・ρ．

　r一情緒障害児の診断9』治療体系 と情緒障害児丸

　　 1短期治療施設のあり 方一 イ

　情短施設はし ン「軽度の情緒障害を有するおおむね12歳

未満の児童を短期間収容し， 1又は保護者のも二とから通わ

1せて，⊃その情緒障害をなおす』こ』どを目的・とじている6

　情短施設が設置ざ牝る．こととなづてから今日に至る閻

にダ、情短施設が対象と；す1る児童にっいて，．主につぎの点

が問題として指摘されている。

　①いかなる情緒障害児を対象とするか（その背景と

　　なる診断基準の明確化が求められている）。 ン

　②1障害の程度はどのよう、にして評定評価し，、入所対

　　・象とするが（現実には軽度かち重度までの多様な児

　・』童が入所している状況にある）。 また治療期間はど

　　のように考慮するか（現実には短期から長期にいた

　　るまでの処遇がなされてhる）6 、．、

　③年齢の規定ぱどの程度必要か（今日におレ）てに，

　　r治療の継統性の点から12歳宋満の原則がゆらぎっ？

　　ある）。

④情緒障害と密接にかかわ，りのあ為児童の保護者

　　．とナ［』どのよ う犀溶療的闘係を強化す逢か！（児童の養

　，育環境の変化二とそれに対応しな家族治療，：クrス1g

　　｝．7rグが求めら一れて喚る）昼
＝、．、．

　・⑤p［治療方針どして，収容方式，じ通園方式搭通所、・（外

’』来） 方式の効用 と限界及び億の社会資源との関係を

　　どのよ、う一に考慮し， 治療体系を明らかにして いく

　　かる、∫

．、今回の調査研究を通じて，以上の問題についてとくに

つぎの点を提起したい。

r 呪1る情緒障魯の診断及び障害の程度にqいズ』

　 』（1）障害の診断分類　 、1 u． 』『．㌧。 賊
　　（2）障害の程度

』2．』情緒障害児の治療体糸｛収容，』通園し、通所（外来）

　 』1二一について ら ぎ、i』1、、』葵』 1』1』 、、1 ＼・

　・・G、1・家族治療知家族ケ鱈ネ受ワークにっし ・て』

　〔このケちレ 1ナ②障害の程度にρいては∫ 』具体的な

　基準の考察には至らず，方向づけの段階である。、、〕11

、11　情緒障害の診断及び障害の程度K？悟ズし

　①1・障害の診断分類l」，｝

　　WH Oの診断分類を参考と』した情緒障害の診断分類

・』はつぎのとお、りとする。て第1図〕い　 』 フ
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（2）障害の程度

　障害の程度は， つぎの頂目について総合的に検討し

　第2図

たものを，治療開始時期及び治療終結時期比明 らかに

する。〔第2図〕

く項　目＞

障害め強度

情動反応特性

く内 容＞

（N）NV
R
D
P　D

生得的情動反応特性
（罐塞騨諾伝を含む））

「心理学的情動反応特性

年齢・発達特性一

環 境

治療の強度

　　1　　ド　　｝
〔説明〕

1

心身の発逮特性…－
（知能を含む）・一

一

親的養育∫二』 1麿

家族闘係
社会’‘文化 …”

教育1
情動反応特性と環境反応〉

治療（処遇）の可能性と方向づけ
　家庭環境力疹り夢瞬し
　治療環境－二『、 ご

　治療期間
”『 r山「云’6r ワ1》二』ク

．1

　⊂　、

2

　　　　　　　　　　　　　 ハ「』』，

W宜0の第2軸以下の診断分縦負ぬ 紡に治療
の強度を包括して，障害の程度を明らかにする基準を

考案する。　　　　 　辱、1二』、、、、：掃

　臭体的項目の内容はつぎのとお・り1とする。i

（D　障害の程度　　’一 ……’…一 一”』…－

　障害の診断分類ρ騨賜◎≧、おり。

（2）情動反応特性　へ

　 ま．だ解明されている分野ではないが，単に性格の

　把握ではなく， 素因的背景と情緒障害の治療の個別
　性 との関蓮づけを重視Lズいく。

　　例えば，衝動性一熟慮慎露性，過敏・反応過剰性

r反応欠乏性， 開放性一閉鎖性など。
（β） ・年齢、9発逓特性1

　［それぞれ背景とする発達理論及び発達指標を基準

どする。

（4〉環境
　　「退所児童調査」の心理。社会的環擁の分類案を
　基礎に， さらに有効な基・準を作成する乙社会・文化

一に教育を加える5環塊診断は原則として，r 乳児期，

．幼児期友び診断時を評価する。

　　児産の環境に対するフィード。バック，相互性を
rr 視し，主として養育者への情動反応特性，養育者

　の児童認知，態度のヒストリーを把える。
（5）1 療の強度

　 治療の可能性と方向づけを，つぎの側面から把え
iる。1

　①』家庭環境からの分離一完全分離・一時分離・

　　定期分離。親子共同

　②　治療環鹿一必要及び可能な治療法と主な方針
　　（個別泊療・集図治療・ 生活揖導訓締・生活環境

　　治療〉

　③治療期問』治療の見通しと治療期間（一時・

　．短期・中期9畏期） 　　　。．
．

　④チーム・ワーグーセラピスト，指導員などの
　　個別性，協働の度合い

2鰹轄の潔憾7略渾騨所（外来）一
　　について　　　　　　』一… 『一 『百…『

　情緒障害の治療体系は，情短施設などの治療にかかわ

る側の治療的専門性一こどもを肯定し，こどもの発達

に目奪津げるこ≧， また，人と人との関原り中でマ）治療

とは何であるかを知っており，治療的アブ冒一チができ

る；と＋潮とするカ㍉僻の造騨’種郷開
する標準は問わない。

　情舞輝設を中心と、する治擦体系悸gめては，第3図の

ようなあり方を検討するg　（63頁）

　ゴ＼家族治療。家族ケース・ ワ■ クについて

　情陣輩畦おいては，家族治療，家族ケ「不｝ワーク

を児童の治療的処遇と分離併立させるこ’となく・、、施設

における治療方針の一環としてその比重を高醐る。その「

ため嚇劣嫡のタ藤ゆ方轡爵るす．（6㈲1

③』解帯凋葬お略鵜鰭察』
　オ ビ昌オソ調査は， 上記の問題提起をも とにして，立

　、r〔2〕で述尋た方法にょり実施したが，その論点の概要

　 はつぎのとおりである6’

　ユ）　〔情緒障害の診断分類と情短施設への入所対象〕

　　本研究においては：一
　　①情緒障害り定義や診断内容が鐸辛塑ら不明瞭で，

　　』未確立であることる　　、1．　、， r　l 、1、ン

這② 鞭鰍恥群酷辮核として礪簿蹴
　　1なおす」施設であり， この京で勿個賓璽輩構役割

　糊らか叫矩鱗野麺とと’1。、
　 の二点を背景に，情緒障害の診断分類と，一1情緒障害の

　 診断治療体系の中での情短施設の役割と入所対象のあ

　　．肪につべ蘭櫨をした4 1ヤ、』凱、、

　　オピ昌方ン調査殖おけう主要な意見、・那諌停内容をあ

　げると，まず，情緒障害の診断分類にっいては，．既に指滴

　されているWHO診断分類のもつ問題についてあらため

　て指摘がなされる≧どもに，今後め診断分類φあり方に

　‘ついてなお検討をすすめることが課題となった。』具体的
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憾一麗施麹鱒隅鱒ま・厘興麹鴨・社飾鮒晒・宅嬢蜘羅聯な轡轡1勲
憲擁繹霧黙潔婁灘騰毒編｝籍轡響轡弊騨鉾塑鴨磯叫1

Q，イb nで）1 卜βす
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1　個々の事例の心理社会的環境及び面接の方法によ？て・セ．ラビスト・揖導員gそれぞれに家族担巻ηヤテ．．．

ビスト1ケース9ワーカーをおくo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　賃、曇、黛
通園部腿び収容部際おい窺，、．購者なζが暉傍て酵すること轍優衆する％

、ξ・、［

営1・繊〃一ス虜クを促進するためをご湘齢翻内に1』 文購罐塞児セか噂鯉簑饗㍗
炉をおく・　　　　　　　　　　　　　　’“．、へ、：．
①そ 詠髄設入所膿除＜）のケ←入．ワ弓ク・

り、』ヱ、ぼ 、旨ゼ
『，誤糞∵

②情短施設入所児童のケース・ワrクの調整・援助とくに社会・文化鮒瞳害，プ 親駒穆育⑫障害がみられる

（ヤ≦，事例⑫地域ケース・ 曾牙学婆 マ虫kてド；い、　 　　 一　』』 ∵　l　J』駈 ン1’忍、』穏 遅　』ξ1窒瀦　漏1

㊨　家族治療，家族ケース・ワークに関するス」パ爺ピジョソ・現任訓練　　　・…、．こ烈 イン f』1謁鞭
3　治療方針の一環とし七，児童の．「一時的帰宅」の方法を積極的にとり入れる。　　　　　　　　、k記く

毫、∫檎辮害騨治療施騨腿曜賞り基準に？いて↓儲嬬局踊知煮も獲・・懸者等
髄絡鋤・え・ r治麟攣璽製中璽攣撃墜塑至9と蝉で楚≧1

iにば行動あ〔る葭唖ま症状壱ごよる分類が望ま戸じ“がい適応機1

能によ
る努類が望ま叉しいがにづ蒔総極）ぜゐ見解があ1るが1一

iva叫酔7狸黛糠ざ播9轡猷鴬細醸微

i適応瀦・（adaptaU・血1 reac宅・。血）r 適応機能階（adap・1

tatioゑdisorder；素行障害，神経症，心身症一これらの

1　中には，，1 遣尿1・遺糞症1．チ1レク｝こ吃音な愚を含む」め

うぢ心因性の機制が主となづ庭・“るf参あ）ξーを構緒障害；

　（・m⑩瞬嫡cり）纏瀕麟趣麟昏
』1搬療1と湖す樋、を鵜瞭蹴翠場半囎
‘．緒陣をψ雌醗纏陣麟2暫象喰躰こ

　の点に鴎して矛ビごオ×調蚕の中そ，情緒陣害の診断分
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・類の明確化ど情短施設ぺの入所対象の範囲の隈定とが弾・　法制壌化当初の趣旨は明瞭そぱなく・なぶ萎おり凝程度及．

　く結びづぐことに対する危惧を示す意見むみられだ♂謡　　び期間に二よ1る隅定ほ憲義を失熔づづあ為・二で猛一

　りま軌ドわが国の児童福祉施設が部象規定の原理（施　　二・これ事廼情緒障魯俊程度ほどのように定義づげられで

設の入所対集を規定じげこ・履に児童をあわせ淀駅く丞懸　　きたかをみるど，、1蔑少ぐ乏博軽度以外の児童が増加じ煮ぎ1

すすあ1られる傾向が全般的にみられる博で，く情短施設に　　た，すなわち程度に規定ざれ足癖ない1ζ1凄駆づ』ごと以外

お眼轍巌これ輔肪こどの弊害1こ解脆即瑚馳ものは示されてセま；壁つ摩礎τ滋ぐ1輿

脇ト鷹騨緒轄を有％おお蜘2歳麟硯惚ゐ鍍轡輝臨礎れ醗症碗舞磨舷
型・』と励鰍規定の勲の騨妨ぢ圃嵐奔輌（腿）上の搬鱒掌とレてど酵られ鰍聞麟起
要件は後にぷれる力輝わゆる情舞障害ゆ燃搬鰍た麟薇蒔鋤艮応纏饗；雑舳

1蟹難1饗鷺難11懸轡 葉灘響1繕惚學誕罐鑛
油え麟臨や幽麟蟷叡頒晦初贈瞭礁輝動診齢灘参1ヂる献鯉嘩纏1茜「’
捉論じ尽ざれそおづ〆ご志ぞ天所対寒を隈是ず1る1’ご乞　　う否定的意見と障害め診断分類睡瞳段暗的症状φ重琶ン

をよ鞭施設の整備麟の前進を脚るさセ鰹る・．強さ納包畷碩卜瞥脚見ξ齢が滅
懸鯉もつ涯醜摘橘靱llこ1’』1添≡1群一f訟・f誼繊紛紛拶鱒嘱1牟ac繭ぞ惚d爵
』輸蜘ま，橘鮪勘嬬蕨瀬鯵親激こ rd頓ど覇獣の醸乏（i五願1戯離環顛暉よ

姻齪取薇髄ま臨備短鍛繭糞鰯 硝齢枷象…纐漸i嫌的噛饒齢の
が論を雄福轡ぢ点』ど裾一磁纏論幅、轄が縁岬牢化塗轡鍵犬繭睡確僻害』

短“湘規定磁を蹴繊討磨後の・細燭上嚇騨学撫轡響糖
うり方を翻し厩磁の伽麺れ膿際のと湘の響る6胤li驚▽轡∵』r碧
こ・秘簿的搬磁囎る翻ど納レ諏生活鱒及 塊傭点麟肪獣薇瞬櫨移行性の醸饗．
び鞭繍訪がわ雛魏施麟臨罫糖教よ．莇治麟舷観鍵鹸雛薯絢能錫郡か

灘葉灘驚麟纏吏鞭蓋∴盤雛翁鱒轡㊧解肇鱒
本的には⑳児童麗融にもな鷺藁編な嚇的三噛樋就謄1韓三疑繊纏砿睡
環撹に加えて・情短韓解靹治療を核撒すす、 タ1瀬乳噸鞍麟麹伽塁下レ愈丙勲
雌存蝉瀦題魅ある灘設が入所対象翻の 関導樋曝鰯醜喚辮鱒勲撚
訣匙臨する度合碑主盤凋慰こ励わって く 』厨壱く『哺動反騨嘩秘瑚儲轄の覇騨
る6したがって入所対象の朧という鯨力・らではな一生得瞭騨考恥た駆φ舳贈療槻馴抑法

　く，治療体系における入所治療の有用性，可能性という　 に関するもので訪りアーどく』忙今後も耕究をすすめ拓ぺき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　・　 　　　一　　　r　　　　　i

鵬離誰器脇撮縫1ミ薄　繍ま・△ 寵ザてい巻児童を含赴の轟齢制限の規定を除、必要、ま＼の欝継灘鐙鵬嶽，か

② 鞭施設の入所対鰍曝髄鞭1雌窺定翫盆翫ξ鋼鐵麟騨の協力度鞭性…鰯．1
　　、れ乍ヤ対貌及び1観贈点畳塑蔓の』聾含めるこ彰力瞭で嫉 盤　一i
　　　よ引な意義をもらている覆丁 　　　　 　　 　　』㎞ご’ヲレて障害の程度及び溶療期聞囑“嬢節程壌力疹

吻蕪を郷痴じ？然部瀟嘩曜度晩呼 処駅治療通醸壱二秘齢鞍麟鶏潔簿鱒
　誰案し亭問題提起をむた乱顧マン、冠一吸く梅ζ宍禽1輸．1必婆があり』、独自酌な治療施鐸塾し導の性椿を蓮葱簿厚ξ

．覇短鍛の趣の購獅識徽碑訪回腿就施灘講駒痴姻児童の磁臨蝉礁辱準
’ 童調査1 全惰協の調査などの結果をみても，情短施設の 盤と〕しで穣極的な発達の援助1をはかみ隊と瀞睡噸㌶銃酬
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艶オな機能を果たすも¢）である銑、㍗　

　したがって，情短施設は， 治療の可能性、 （障害の回復

の可能性） の見通しと，ド治療努ヵを前提，とする限り
，
』程

度及び期間にょ、る限定は必要ないと考える。’一

三・卜3）．二〔情緒障害児の治療体糸と情短施設の役割〕

　本研究においては． 　‘．・r、 ジ》・；1．㌣し、

、①　情籍障害堤の治療体系ρ中で情輝絶誰がど㊦よう

　 、臆位置づけら牲る塑．、ン’，
」Y∫？、程ピ

　＠ 悔絶障害犀④溶療体系≧く 殖毎延体系琴諮けゑ曄

　　耀体系弓蓼責侯育ζ㊨か瑛やワ頓？℃て壇矩施誰参

，、．

、ξり羨う セ碑雌づサ5れう死、 r）

卑；点を賜ぢ蹄こし？つ・情輝雄眼9穐合的律割廷？い

て考察砺；間題提起を磯輪』』、』』1』
：、二．、

・第〒に惰緒障害児の治療にかかわる福祉体系のあり方

について、であるが秘今日戸情短施設の設置数は全国的に

まだ少い6』しか鮎現実にすすめ1ら瀞ている実冊を通し

て心憐績障害琴関す多診断・・，観察・』指導，急、入所の深定，・

治療（収容畠通園）』などの曲連の過程が，・ 有機的で学体

的な機能をも？；、と、の重要性が確認されてきている。こ

の点に関しては，地域福祉，地域精神衛生の観点が不可

欠㊤菊の頂多桝，、1黒児童相謙所Φ購犀的機解ぐ竸合する

事㊨であ る力梅、そ苑ぞれ啄）組緯機携論嫉≧，褻か1くべこの

ような専門的な雪ンりタ［機能ウζ墜要で套うゑとセこ？いて

はオビ昌オン調査の中でもあらた晦∫確認さ牲為gその

委旦亨にg映てセむ・児童相肇所硯購犀的揮彰ザナ分乾こ果

為さ麹至；惹栂キゑ・、憐舞箪輩餐りみ暫g揖母奪含蓼過

舞婦肺嘩鱒嫡．殖騨摩郷い蚤・ 問題提

爬2中でり畢琿興害児雫耳タ7部厚㍗51㍗1マヰ・肇成．・

ダ1榔こ第・5図．・ ．』』』 1・、 』．∴ 箭 ．♪．、

第15集

指導， 1現任訓練（研修）及び研究の内容を包含するサ←・．

ビス部門とすること， ぞして情緒障害に関する相談，』一、診

断，観察，措置の決定を苞含する相談部門，及び通所・

外来， 通園，収容による治療を包含する治療部門で溝成

する方向での具体的意見も示されているう中でも通所複

外来と通園に関しては前二者が臨床による処遇，後者湛

措置による処遇という現行のすすめ方よりも，全体的に

柔軟な治療方法や治療体系が必要であることが共通に指‘

摘さ 耽ているじ 』これは現在の行政措置にかかわる間題妻

あり，単に臨床ヒベルのみで考慮し得るものではな 魁

が，しかし，心理学的治療体系の中で，いわゆるデイ．套

ケ アを中心とすう通園方式や塚容方式呼よう治療の今後

のあり方の間腫ξして， なとえば？ぎのよラなもの碧考∫

えう必要がおる軌一、r』、プ 』 、 』

　①通常は毎日通園し，午前ε午後の全日．ケアとい う1

　 ，通躍方式皆㌍尽て， 』定例治療日におけ多，特庫g集

～，1、中的治療g方弍t南る熔は察族共同溶擦ノ 指導夢：憐

　　緒障畢犀学雛併誰呼よ，る治擦敦育・、収容方式睡よ．盗

　、 治療の前肇ズ）期間輯おける璋所治擦なぐ，、必要嬬庵

、　！りな治療方式参とれるよ危なものとす資グ 挨．㌣、

二
r②、二．養護施設1こ入房中の児章など硯対すう通所ご 外琴

　　琴ホう治擦なξ他の見童福祉施誰や里輝とり賜鰯④

　． ，あり方ゼあるい礪21．情緒障審Φ桑ら牲ゑ学牽の逗所

　　r外釆によう治療など学校と㊨鰯鱒Qみ堕ヵなξを

　 醗梅的に考慮すう。1この膚はピ と く礁都市部にお矯

　 て摯まれうものであるヒσ、、ジ 1． 　　、．．一、
、二、 1諺『＝

1；れらをま≧めて隅歩すうとつぎのよっ1こなる6顎．．

へ1、

＞τ

（ 　
‘』

1

1泥弘童 『相　1談べ所』

』．情緒障害児ゼンタ由1

ト

学校 養護施設㌔ 教護院など　　 蕉

・　通園部門

治　1療、　部　　門 収容部門
情 短・ 施 設

r 」ジ　　ー』冶』『111　r ｝いiし、ズ．』 　
．』

6なお汐児童霜談所どめ関係については1情短施設の設

三けちれズいな桃地方自治体比おいてほ，児童相談所が情

1緒障害児せシ．ター乏』じズの機能を・もつこ・とカミ期待さ、れ，

’また情短施設の設けちれて“る地方自治体においでは，

ぺ

レ　　

地域性ヂ地理的条件もかかわるが， 通常は情短施設が情

緒障害児セソターとしての機能をもつと缶》うことになろ

う。・これは1今後め児壷相談所のあ・り方とも ががわる諜

題である。　　　 　1・∫ 』　㌔1 』、　．1』』llド
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煮第二に，福祉体系と医療体系のかかわワにつ婚てであ

るが，・’・ごれはラぎの二恵の問題を検討しなくてはならな

いじ1一、』∵
』1

』
一

［』』’r l－11：∵「』
』F

　①　情短施設乃至福祉体系において，r何を，・』 如何にそ

　・ ：してどの程度医療に関して包含ゆる必要があるのか

〕②卜福祉体系ど医療体系との関連での現在の問題は何

　　か

ゴまず，マ情短施設における入所対象児及び年齢範囲に関

しでであるが， 、今回の研究で提起じた診断分類の適応機

能障害τ（adaφtatio鉱d三Sb組ピ云）’或bはWHOの示す行動

障害，（bらhaviq虹disorder） などで議論され』るものは，111心

理学的治療の限界及び児蛮の精神』し，神経学的アブロ←チ

との競合ザ優位性とがかわるものであるが，庸むじぢ相互

の連けいによ6ぞ望ましい治療が進展する分野であるザ

さらにこれら，の体系を制度化する行政にあう．ては，， いわ

ゆる福祉‘民生部門と衛生部門との関係の調整が鎚要と

な・る。』1ド 昏ぎ』 ！グ』ン』［r…：忠ン r』

二今後具体的に検討を要する諜題は，11入所対象児に関し

ては｝∴“わゆる 自閉症や入格障害のみられる児壷に対す

る情短施設の治療の可能性め間題，塗年齢に関じて は， 12

歳以上の児童の治療の可鮨性の筒題といえる♂ 次に，5情

短施設と医療機関．（小児病院精神神経科などの外来ド入

院部門）、 との関係であるが，ン諸外国に比較して，r わが国

においては，、この点につい憲む心理学的アズ覧｛ チと児

童の精神・神経学的ス郭蜜考ヂの競合，二優位性並びに行

政における福祉6 一民生部門と衛生部門の関係の問題が指

摘されることカミ多い。・』 ゴ篇』麗、 コ、ニニ1年 …　、

　これらの間題を通じて声今回の調査結果では，福祉，

医療などの領域に拘束されず，F　lそれぞれに高い専門レベ

ルを確保し，・相談・診断・1 観察1∈指導｛治療などにr貫

性ある機能を果たし「得る地域のセソターが必要であり〆

その役割り、を情短施設も果た．し得るような方向づけが必

要であること，・そして情短施設の望ま』しいあり方とし．て

は，』、 1現行の対象規定の原理には沿いつつも夢医療の観点

からは入所対象， 「年齢についても ，r 害の程度や治療期

間と 同様に特に限定するごと『なぐ治療し得る方向が望ま

れでいるぷごのためには，い1施設の設置・ 運営の基準ボ、専

門職員の構成，治療理論・技術などについての検討，、＝討

論を進めていかなければならないる 福祉体系，医療体系

の中での，互心理学的治療」の位置づけ嫉ナ層重要であ

りヂ関連領域の連けいによる治療のあり方が求められて

いると考える。

　第三に福祉体系と教育体系のかかわり』についてである

が，両体系のかかわりの中での情短施設乃至福祉体系の

あり方についてふれる。

．学校教育においては，特殊教育の中で1青績障害児が対

象とされることとなっなのはゼ他の心身陣害児よりも新

レく冨ユa67年（昭和4穿）1文部省の行？欺「卑童隼徒の

帝身障害に開す多騨査Jlの1中で情績障寳堺却劇わ飽た1こ

ζに嬌ま為。 濃の調査においては・て情緒陣害判別票g中

で2α璽調牽項目1が昂り・ ・瞭わゆ委自開乖ρ埠閉症禄の癒

状も 景の中彰こ含ま葬てヤ・な¢，二塵季り朱きゼ坦餌年（曜、

和顕年）1に厚生省が児童福母濠の改罵皆よ遡毅雌寛う弔、

ζ堂なヴ奏情輝施談り中為・：分茂参設けら勉て紀）準が顔

1968年（昭秘3年）：・曝部鴛そり砿？であ雛瞬

吉邸騨即爆を糊働碑騨轡モ寧鳳ア諦緒
障部鞭魑殖卿卿茎聯趣、てレ、登・ ・嘩稗
申年聯蘇犀嘩塑も，爆が講1才5樋1ように琴

り斜・福雌級ぴ畷暦卿で9騨蓼吻頻嘩
桝帥な兜下撫嘗槻賜う騨陣の碗鱒児
興解微醜進難導埣筆モホ．礁鱒騨よ1
り節烈敦責研穽琢等腫羨ゑ学樫外り敦資絹謙を灘墜て車　、

とレ覧行1ねれ、準。1 し参し乎敦育韻諌礁開して嬉文部省を魯

とぐ砕葦準や要銀を承レ奪茜倭嚢．対睾によ，，て㌣ま他砂

児童相談機関，、病隠等璽類会資瀬嬬乳7、ア17さ牲為。∫嘗

校内での教育では・轡1綿嘩哨開犀樺煙主醇
る特殊教育の必要性が高まり，1970年・（昭和衝年〉ぐ以鋒

「脚碗学稼琴簡緯瞬害坦雫緯参設咳← 静うタ 争にレなり》

その普及嫉当初璽予馨毒り適早弘講g質年≦啄和諺年）

醐尋・㈱学嘩趣翫勢て鯉題樺の麟数
は自閉症・自閉症様児である。　　，、．」』　　

、、．

、㌧ 現在，1』情短絶誰にお吋う学棟教育をま，苑設内分狭制履

よる薦設内教育によって行う場食参厚鰯的艦葎ぐ抵絶巽

力疹本稼禿通学す多麺最外蓼資琴タつて行マ∫吟浄場合

麟砺勲め鷲矯 寮，鰭堺雌鱗第蝉餌童
騨鰍レ鉢棘曜勲鞭）1 ρ規寧禰簿鰍と、璽

関係なぐもあわせ考曝曳塗すむば参乾タ》’暫㌦
』

でこ¢レよう．な状湿り中で・、 県体的礁は？ぎり・よう奉敦責

上の課題がある。巴、☆馨二c・で』ト『、 ．二』陣こ［・磁腐

①償鰍蘇麹禰騨翫鞭のあ9か1、．

二・②ぐ情績障害泥¢）々装¢｝診断兜冶療硯斜‡盗教育相謙

　、ン機開・児童相謙磯関べ、医漂機関の連嫉い⑫南P方』

　まず第一に，情緒障害は，他の心身障害り多．くζ 果な

軌 『その陣害が固牢的， ．恒常的蓼も りで嫉な≦，．㌧ウレラ

可塑的で回復可能性のあるものとして≒うえら紅る1σ．1。

　このため，今日の養護学校や特殊学級における特殊轍

育の全体的な枠組を通して情緒障害児教育琶すすめるこ

とにっいて十分な検討が必要であろ’夙。 『とぐ照福祉体系

においては， 自閉症・．自閉症様の児童に？矯惹は，1・ 情緒

障審児の処遇とは別の考え方ですすめてきたゲ班犀ふれ
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だよ うに教育と福祉のみなちず医療とのがかわり の中で

治療教育のあり方が問われているじ ・二 二組二・

　今後福祉，教育，1医療が有機的比，』貫性あ畜連けい

を図る方向述考えるならば，施設力～ら本校へ蓮う・施設外1

教育もぞのメ』リットは高いであろうが，『現在にお いて
は，情短施設の処邊効果をあげる上で，・施設内教育奉中

心となる・ごとはやむを得ないこ とと思われるぶ双方の弾

力的な運用をはかる中で福祉，し教育あ連けい・ 協力が進

展するこ乏が望まれるが，・㎏このごとはll情短施設の通薗

部門のあり方ともr肉連する課題セある石二』

　づぎに， 情緒障害児の診断治療亮あだる専門的施設と

しての役割は，一これまでにぶれてぎた児童相談所どの関

係と≧艦学晦び灘鰍騨彦φ開嘩より進展

さ飾ものと妨なくてはなら蟹棋舛と噸簿
害児セγタ』的機能が医療体系，教育体系に対して専門

性のより窩いレペルで果たされるこ乏1と結びづいてい

るd・学校，『教育相談機関との業務上の連携』1 具体的には

定期的節 研脚融鐵？現御緋噸畢鮪へ
の援助，学童の外来。通所もしくは通園部門の利用等が

ごれを通じて行われる方向が期待される：』・レ
…一

　4）て情短施設と保護者との関係〕r’

1本研究においては，1

　①・惰短施設における保護者との関係ζぐば家族治

　　療， 家族ケ㌔訟ズ・ワークはどうあるべきか’

　②㌧これにかかわる蕨種及び職務体倒ばどのようなむ

　　のが望ましいカ・

の二点を萌ら かにしつつ， 保護者どの関係と福祉体系の

あり方を中心に考察した。

え憶短施設が設けられてから今日に至畜まで強調されて

きたことのひとつは，児童の保護者どの治療関係の重要

性である・儲幣牲勧機糖碑酵なくし衝
えることはでき壕いにしてもが人筒関係障害としてあら

われる心理学的機制が核となヴているご壱は，し保護者を

中心とする家族に対する心理学的治療やゲ」ズ…フーグ

の重要性を一膚明瞭にしている♂さぢに露近年は親的養

育におげるボ安ヂ無関心ガ統制欠如などの質的に多様な

養護問癌がぢ生ずる情緒障害に対ずる措導援駿治療も

重要な課題となりづつある。・峨1i絶1㍊』・

いオピニ・オシ調査を通し七， 以下の点についてはどぐに

異論はなぐジ・むしぢその必要性は当然セあるかもしれな

む・。・㌧レF・㌧L・ぐべ＝…ゴ r　　　　　1昌
』’①ぐ・嫁族治療ド家族ケ野ス：◎』ワゑクば，一、．施設における

7

卜1治療方針のr環として位置づけるぴ児童の治療的処

・∴・‘遇ど分離 じ慈すすめることは，・情短施設においては

ヅ不町能ど“える。・

・②1治療方針の一環と・して位置づける場合，単に家族

　r・との施設における面接及び家庭訪問面接を行う・ごど

　　だけではなく，可能な限り児産の一時的帰宅などにr

　・よる治療的アブロ←チを考慮する6、

　③・家族治療，』家族ゲ訂ス・ワ直クを担当する職員の

　増員とどもに，職種及びその処遇技法などをさらに

　検討する。

　こ、のうち， 第三点の家族治療，家族ケ↑一不← ，ワ［クを

担当する職員のあり方にっいては，職種を、ざらに分化す

ることにつ鱒て，むしろ疑問が多く示されたぢ現行の職

員数では十分に対応することは困難であるにしても，： 現

行のセラピス ト， 1．指尋員・保母以外にケrス・ワ←ウー乙

的職種を分化新設することよりも業務上の統合，協調を

基盤と した増員が必要であることが指摘された。

．福祉体系においては家族にかがわる治療，ケ早ス壷ワ

rグについては，＝わが国においては， 必ずしも望ましい

方法が確立されているとは言い難い。他の児童福祉施設

において も，家族ケ rス・ワ 一カーを．おくこと、にρいて

積棒的な見解があるが，現実には運営基準に設けられて

いなル、この種の職員を積極的において業務をすすめてい．

ると．篭ろ は，、きわめて少いポ

・今後の情短施設を考える時， 、児童と家族への治療が｝

慣性ある「ものとしてすすめていく ためには， 現在のセラ1

ビストが家族治療業務へのかかわゆを強め，現行の設備

及び運営の基準に示す心理学的治療の中の保護者に対す

る．面接搬導の機能を統合，．．強化させ，その増員と共に治

療効果の向上を図ることが必要であろう。

　なお，個々の寧例の処遇にあたって， ♂保護者の養育上

の指導援助をすすめる職員としてはヂ情緒障害児セ妾タ1

一の相談診断部門に所属するケ←ス。ワ［カ■が中心と、

な るべぎである。具体的には，相談， 、治療， 入所措置ヂ

施設治療の過程の中で児童や保護者ll’並びに指導員。・保

母，、、セラピス トとかかわってそのケ←ス。，ワ［ク及び綱

整をはかる業務を担当する♂，この職員は， 情緒障害児セ．

×タ、r的機能がどこで果たされるかによ．って1丸構短施設

もしくは児童相談所に所属することと1なるが，㌧情短麺設

に所属する家族ケー界」g。ワ径力、賞として位置づけられる

こと が望ましい。　身・ 1．＝・ご 』』・∴ ，ン』 辱ぐ『』
ヒ し・．

　以上，』問題提起及びオピまオソ調査とその後の討論を，

ふまえて1家族治療，家族ケー←ズ，◎、ウ斧．ク，．，地域ゲ÷ス

。 ワムクにかかわる今後の職種のあり方を示す’ど1
・「

ぎ

のようになる。
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網野他＝情緒障害児短期治療施設における診断治療の体系に関する研究

〈部Fqと機能＞

　　　　　　治　療部　門
　　　　　　通園’施設

＜職 1種＞

地域オーガナイザー

家族ケース・ワーカー，地域ケース・ワーカー

指導員（グルーブ・ワーカ苧を含む），保母，
セラビスト

　収容施設　・
　　　』

指導員（グルーブ・ワーカーを含む〉，保母，
セラピスト

．w要　　約

　全国の情短施設を対象とする退所児童調査，アンヶ一

ト調査及び関係者を対象とするオピ昌オソ調査を通じて

今後の情短施設における診断・治療の体系の課題あり方

を考察するとつぎのとおりである。

1　情緒「障害」み主たる・内容としては，vaτiatio亘一

　reactio皿一disorderというr「障害』の強度の段階を考

　庶に入れ， 正常範囲（normal　variatiQn），反応性適応

　障害 （adaptation　reactiqn），適応機能障害（adaPta・

　tioロdisorder）（一素行障害，神経症，心身症のうち

　心因性の機制が主となっているもので，遺尿・遺糞

　症，チック，吃音などを含む）が含まれる。これらの

　情緒障害をもつ児童の一部が情短施設の入所対象とい

　えるが，これにういては， 児童の可塑性，発達可能性

　を華盤として入所対象の限定という視点ではなく，一入

　所治療の有効性という視点からさらに検討しなければ

　なら1ない。』

2　「障害」のほかに， 入所対象として規定されてレ～る

　「程度」及び「期間」 についてみると，今日その規定

　の意義はうすれている。 情緒陣害の「程度」は，症状

　の強度，情動反応特性， 年齢。発達特性，環境並びに

　治療の強度（家族の治療への協力度を含む）の関数と

　してとらえる必要があり， とくにそれらの相互関連性

　の中で治療の強度の｝環として「期商』が具体的に検

　討されるものである。こうした「障害」，「程度」及び

　「期間」などに示される対象規定の原理の再検討もま

　た必要である。

3　情緒障害にがかわる診断，観察，指通・治療並びに

　研修，研究など一連の過程・機能を有効に果たしうる

　情緒障害児のだめのセソターの必要悔参商い。組織，

　機能的には一律に情短施設又は児童相談所比設置する

　ことよりも，セyター的機能を有効に発揮しうる方向

　で各々の設置条件にあわせて設けてい．くことが望まし

　いo
　　また，措置に基づく通園・収容治療とし、う観点をこ力口

客・地域御』繊瀞馳の観点から嫌樋所
　通園についてはとく に柔軟な治療方法，治療体系（特

定・榊治療・麟頬線通降収容樋園糠・
　他の児童福祉施設6学校からの通所治療など）を考慮

　するこ とが望まれる◎．

4鞭鰍確福琳和邸体系のかかわりにつヤ’
　ては，情短施設φ心理学的治療の位置づけとか塵かわ

　る問題であるが，一上記の如き一貫性のある機能を有効

　に果たしうる地域め磨ンタ篇が必要である。また医療

の齢ら嫉鞭搬嘩ましい籾方とし（は・入
　所対象，年齢に関し之もとくに限定することなく 治療

　し得る方向が望まれる5

5　惰短施設乃至福祉体系と教育体系とのかかわりにつ

：いては・ 情短苑設停処遇効果をあげる上で乳碓設内教

　育を中心とすることが考えぢれるカ｛，情緒障害児のセ

　ソター的機能として詑学校及び教育相談機蘭との関係

　を，・より進展させ，研究協議，養成。現任訓練，治療

、教育・学童マ〉外来f導所！通園方式の利用などを通じ

　で，その窃力援助体制の強化がとくに必要とされる。

6　構短施設にお幡る治療㊦一環として児童の保護者

　（家族）との治療関係の重要性は常に強調されてきた

　ところである6児壼及び傑護者（家族）への働きかけ

　並びにその勅果をラィード・バックさせるために・．家

蹄療隊族ケrス・ワーク（雌の一騙宅輪蓼）

　を主た為業務とする職員を新為殖確保卜，惰短絶騨の

　設置及び運営基準の中でヂ保護者（家族〉の治療及び

　指導に関しさらに内容を充実させることが望まれるじ

　新たに確保する職種については，情緒陣害児セソター

　とのかかわりの中で検討する必要がある。

　本研究は心身障害研究費による「脩緒障害犀の滲探等

関する福祉体系のあり方に関する研究』の一部とし七行

ったものである。
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